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＜パートナーシップ＞
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三側面
（分野に☑）

新卒の積極採用を行ったほか、eラーニングシステムを全
社員が利用できる環境を構築、DX資格の取得推進を
行った。

新卒採用実績
2022～2024年　40名
２０２３年　DX推進人材　１０４名

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

契約書電子化
2024年　37帳票/94帳票

採用拡大及び人材育成

新卒採用実績
2021年3月　3名
2022～2024年　37名
DX推進人材　累計70名経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

DX推進指標
（経済産業省が定める評価指標）
2021年　 平均1.1
2024年　 平均3.0
2022～2024年
新商品サービス　累計20件

代表取締役を委員長とするデジタル・イノベーション委員
会を
設置し、ＤＸに関する方針・戦略策定・進捗管理等を実施。
DX指標についてはDX推進課題の抽出に苦慮し目標を
下回った。現在はERPシステムの導入やECLSの実施な
どを行いながら取り組みは継続中。
新商品サービスについては新商品公募企画などを実施
し、継続して商品開発に取り組んでいる。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

契約書電子化
2021年　 0帳票/94帳票
2024年　54帳票/94帳票

前期の指標に対する実績

電子化によるペーパレス化の推進

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

デジタルプラットフォームの構築を推進し、電子契約シス
テムを導入した他、PCからのプリント等にも規則を設け
た。
ペーパーレスと情報漏洩のリスクに対応。
帳票の電子化については37帳票と当初の目標は下回っ
たが、電子化移行作業の折に精査を行ったところ運用上
電子化が不要なものが多く、業務上必要と思われる37帳
票を電子化した。

・一般社団法人熊本県情報サービス産業協会（KISIA）の会員企業として、KISIA と連携し熊本県内企業への
ICT 化推進と支援活動を実施。
・熊本県教育委員会・熊本県情報サービス産業協会・熊本県産業支援課と連携し、マイスターハイスクール事業の
活動を実施。
・株式会社ＫＩＳ及び株式会社肥後銀行と地域社会のＤＸ推進に向けて連携協定を締結し、電子デバイス関連産
業や医療・福祉機関をはじめとした、あらゆる県内企業のＤＸ推進に向けてデジタル化の定着・拡大を支援する
とともに、デジタルを活用した環境の保護に取り組む。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

DX推進指標　２．３(２０２３年度）
新商品サービス　５件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

・デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進。
・新たな体験・サービスの提供によるお客様DX支援

社会

経済

環境

採用拡大及び人材育成

新卒採用実績
202１～202３年→累計３0名/
20２４～20２６年→累計30名
高度DX専門人材比率
2023年→8.3%/２０２６年→１５％

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」
と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

・デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進
・新たな体験・サービスの提供によるお客様DX支援

DX推進指標
（経済産業省が定める評価指標）
202３年→２．３/２０２６年→ ３．0
DXコンサルティング提案件数
2023年→6件/2026年→累計50件

社会

経済

環境

電子化によるペーパレス化の推進
プリンタ印刷枚数
2023年→１４７，０００枚
２０２６年→９５，０００枚

事業者名 九州デジタルソリューションズ株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

デジタル技術によるお客様・地域への新たな価値提供の挑戦を通じ成長し続ける企業

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


